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  今年３月末時点での法人税や消費税など国税の滞納残高が、前年度に比べ 6.7％減の 1兆 2702億

円となり、1999年度以降 14年連続で減少したことが、国税庁がこのほど発表した 2012年度租税滞

納状況で明らかになった。 

 

１．滞納整理中のものの額の推移(全国)  

  税目別では消費税が 31％と最も多く、次いで申告所得税 27％、源泉所得税 19％となっています。 

 

 

２．広島国税局管内の状況  

全国の滞納整理中のものの額(1兆 2,702億円)に対して、広島国税局管内の滞納整理中のものの

額(272億円)は、2.13％と非常に少なくなっています。反対に東京国税局管内は、7,035億円で

55.38％と半分以上を占めています。 
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